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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第42期 第43期 第44期 第45期 第46期

決算年月 平成27年１月 平成28年１月 平成29年１月 平成30年１月 平成31年１月

売上高 （千円） 2,022,549 2,029,191 2,061,943 2,072,433 2,017,579

経常利益 （千円） 177,850 198,361 161,349 159,691 103,375

当期純利益 （千円） 171,769 131,396 117,682 122,516 116,377

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 16,540 16,540 16,540 16,540 16,540

純資産額 （千円） 12,896,661 13,022,937 13,125,401 13,249,620 13,331,133

総資産額 （千円） 13,333,921 13,493,344 13,532,261 13,654,873 13,725,376

１株当たり純資産額 （円） 1,338,780.61 1,351,889.15 1,362,525.78 1,375,420.71 1,383,882.41

１株当たり配当額

（円）

－ － － － －

（うち１株当たり中間配当

額）
(－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益金額 （円） 17,831.09 13,640.04 12,216.43 12,718.26 12,080.90

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 96.7 96.5 96.9 97.0 97.1

自己資本利益率 （％） 1.34 1.01 0.90 0.92 0.87

株価収益率 (倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 337,522 342,400 221,553 321,628 269,806

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △373,930 △706,249 △268,782 △362,901 △269,127

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △1,901 △5,238 △2,288 △2,010 △6,622

現金及び現金同等物の期末

残高
（千円） 1,065,702 696,613 647,095 603,811 597,868

従業員数
（人）

130 126 122 124 118

［外、平均臨時雇用者数］ [99] [98] [109] [113] [107]

（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５．株価収益率については、当社株式は非上場のため、記載しておりません。
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２【沿革】

年月 事項

昭和48年２月 会社設立

昭和48年４月 富士カントリー㈱よりゴルフ場（可児第１コース）を購入し、ゴルフ場経営を開始する。

昭和48年８月 可児第１コース（志野コース）を本オープンする。

昭和49年５月 可児第２コース（織部コース）を本オープンする。

昭和50年10月 可児第３コース（美濃コース）を本オープンする。

昭和59年９月 志野・織部両コースは可児ゴルフ場、美濃コースは、美濃ゴルフ場として営業を開始する。

昭和59年10月 美濃ゴルフ場９ホール増設オープンする。

昭和60年６月 可児ゴルフ場　黄瀬戸コース９ホールオープンする。

昭和62年11月 可児ゴルフ場　黄瀬戸コース10ホール増設しエキストラホールを含む19ホールとして仮オープン

する。

昭和63年５月 可児ゴルフ場　黄瀬戸コースを本オープンする。

平成16年11月 富士カントリー㈱より、可児ゴルフ場及び美濃ゴルフ場の食堂売店ロッジ部門の営業を譲受ける。

平成18年７月

平成20年８月

株式会社可児ゴルフ倶楽部に商号変更する。

可児ゴルフ場　志野コースを全面改装オープンする。

 

 

 

３【事業の内容】

当社の事業はゴルフ場の経営を主たる事業とし、併せてゴルフ用品の販売、ゴルフ場の食堂売店ロッジの経営等の

事業活動を展開しております。

なお、当社はゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省

略しております。

［事業系統図］

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。
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４【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成31年１月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢 平均勤続年数 平均年間給与（千円）

118(107） 41歳　0ヶ月 9年　4ヶ月 3,493

（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、セグメント別の従業員

数の記載を省略しております。

 

(2）労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

　(1)経営方針

　　①ゴルフ場は会員様（株主）の財産であるとの意識を高く持ち、そのハード・ソフト両面の品質の維持、向上を目

　　　指します。

　　②お客様本位に徹し安全で快適なプレー環境を提供することでその満足度の向上を図り、末永くご利用いただける

　　　ゴルフ場を目指します。

　　③収益性・財務内容を強化し、急激な社会情勢の変化にも耐えうる強靭な企業を目指します。

　　④従業員の豊かで幸せな暮らしを実現するため適正な賃金及び快適な職場環境の整備に努めます。

　　⑤地域貢献に努め地域社会から信頼される企業を目指します。

 

　(2)目標とする経営指標

　　当社が目標とする主な経営指標は以下のとおりです。

　　　年間来場者数　200,000人

 

　(3)経営環境及び対処すべき課題

ゴルフ場業界においては、若者のゴルフ離れや団塊世代のゴルフリタイヤによるゴルフ人口の減少が加速し、ゴ

ルフ場間の顧客獲得競争は一段と激しさを増すものと予測されます。

このような状況のもと、当社は、過度な値引き競争に参入することなく適正料金を維持しながら収益性の向上を

図るため、お客さまにご満足していただけるサービスをご提供するとともに、11月に可児ゴルフ場志野コースで開

催される中部シニアオープンをはじめとする男子プロやアマチュア公式競技に向けて高いコースコンディションを

維持し、さらなるクラブの評価向上を目指してまいります。

施設面では、精算時の混雑緩和のため各ゴルフ場に自動精算機を増設するほか、高齢者・障がい者用駐車場や

コース内トイレを増設するなど、引き続き安全で快適なプレー環境を整備してまいります。

また、労働力の確保と雇用の安定を目指し、賃金・身分制度を含む従業員の就業環境の整備を進め、とりわけ

キャディ不足の解消に注力してまいります。

なお、今後は地震などの自然災害や施設の老朽化にともなう将来の大規模な設備投資への備えとして、内部留保

の充実を図り、経営基盤の強化に取り組んでまいる所存であります。
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２【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。当社は、事業等のリスクが発生する可能性を認識した上で、そ

の発生の回避及び発生した場合の対応に努める所存であります。

なお、以下の文中には将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は当事業年度末（平成31年１月31日）時

点において当社が判断したものであります。

（1）経営環境について

ゴルフ場経営においては、景気の変動及び個人消費の動向が、来場者数に大きく影響を与えます。

景気の低迷は売上高を減少させるリスクがあり、またゴルフ場間の過当競争による低料金化により、当社の

業績が影響を受ける可能性があります。

 

（2）天候による影響について

ゴルフ場経営においては、天候が売上高に大きく影響を及ぼします。特に、台風や積雪といった悪天候によ

る営業休止が発生した場合、来場者の減少により売上高が大きく減少する可能性があります。

また、悪天候によりコースコンディションが損なわれた場合には、多額の復旧費用が発生する可能性があり

ます。

 

（3）大規模災害による影響について

当社は、岐阜県可児市においてゴルフ場を経営しております。

従いまして同地区において大規模災害が発生して設備の毀損が生じた場合は、休業による売上高の減少及び

多額の復旧費用が発生する可能性があります。

また、設備の毀損が無い場合も周辺市場の混乱によって来場者数が大きく影響を受けることで当社の経営成

績等に影響を及ぼす可能性があります。

 

（4）個人情報の管理について

当社は会員等利用者の個人情報を保有しており、その外部漏洩に関して細心の注意を払っております。

また、従業員に対し情報管理に関する教育を行っておりますが、万一個人情報が漏洩した場合には、信用失

墜により、当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績等の状況の概要

　当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況の

概要は次のとおりであります。

 

　①財政状態及び経営成績の状況

 　　当事業年度における国内経済は、相次ぐ自然災害の影響を受けましたが、輸出の回復や雇用所得環境の改善に

 　より、緩やかな回復基調が続きました。

 　　ゴルフ場業界においては、ゴルフ人口の減少に伴うプレー料金の低下傾向が続く状況に加え、「平成30年７月豪

 　雨災害」をはじめとする台風、長雨、さらには記録的な猛暑などの異常気象が続き、より一層厳しい経営環境

 　にありました。

 　　このような状況のもと、当社は、お客さまに安全で快適なプレーをお楽しみいただくため、７月に可児ゴルフ

 　場志野コースにＧＰＳナビシステムを導入し、全コースのカート電磁誘導化とナビシステム設置を完了するとと

 　もに、可児ゴルフ場においてスターティングテラスの拡張工事、フロントおよびプロショップの改修、自動精算

 　機の設置など、施設の充実と整備を進めてまいりました。

 　　営業面においては、各ゴルフ場において様々な企画コンペやリーズナブルで魅力あるイベントを開催するとと

 　もに、営業部では、プライベートコンペの誘致をはじめ、新規顧客の獲得に取り組むなど、収益の確保に努めて

 　まいりました。

 　　また、人手不足が深刻化するなか、若年層従業員の給与ベースアップを実施し、高齢者の雇用体制を整備する

 　など労働力の確保に取り組みました。

 　　以上の結果、可児、美濃両ゴルフ場の来場者数は前期比3.1％（6,269人）減の195,102人となり、経営指標とし

 　ての目標である200,000人に対しては2.4%（4,898人）の未達となりました。売上高は前期比2.6％（54,853千円）

 　減の2,017,579千円となり、営業利益は前期比49.7％減の41,313千円、経常利益は前期比35.2％減の103,375千円と

 　なり、当期純利益は前期比5.0％減の116,377千円となりました。

 　　セグメントの経営成績については、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、

 　記載を省略しております。

 

 　②キャッシュ・フローの状況

　　　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ5,943千円減少し、

　　当事業年度末には597,868千円（前年同期比0.9％減）となりました。

　　　また当事業年度中の各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当事業年度において営業活動の結果獲得した資金は269,806千円（前年同期比16.1％減）となりました。

　　　これは主に税引前当期純利益100,534千円及び減価償却費188,781千円による資金の内部留保によるものでありま

　　す。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当事業年度において投資活動の結果使用した資金は269,127千円（前年同期比25.8％減）となりました。

　　　これは主にゴルフ場設備の設備投資182,096千円、投資有価証券の取得による支出572,215千円及び定期預金の預

　　入320,000千円に対し、投資有価証券の償還及び売却による収入389,460千円及び定期預金の払戻420,000千円によ

　　るものであります。

　　　なお、設備投資及び投資有価証券の取得は、すべて自己資金をもって充当しております。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は6,622千円（前年同期比229.2％増）となりました。

　　　これは入会預り保証金6,000千円及びリース債務622千円の返済によるものであります。
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　　③仕入及び販売の実績

　　　当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、以下の記載についてはゴ

　　ルフ場別に記載しております。

　　　ａ．商品仕入実績

　当事業年度の商品仕入実績（プロショップ仕入）をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
当事業年度

（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

前年同期比（％）

可児ゴルフ場（千円） 21,780 102.9

美濃ゴルフ場（千円） 6,366 80.7

　計（千円） 28,147 96.9

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　ｂ．原材料仕入実績

　当事業年度の原材料仕入実績（レストラン食材等）をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
当事業年度

（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

前年同期比（％）

可児ゴルフ場（千円） 101,502 95.7

美濃ゴルフ場（千円） 50,477 94.3

　計（千円） 151,980 95.2

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　　ｃ．販売実績

　当事業年度の販売実績をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
当事業年度

（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

前年同期比（％）

可児ゴルフ場 プレー収入　　　 （千円） 906,650 97.6

 レストラン収入　 （千円） 278,166 94.7

 商品売上収入　　 （千円） 26,679 94.4

 
その他の収入　　 （千円）

（ロッカー専有料）
150 55.5

小計　　　（千円） 1,211,647 96.8

美濃ゴルフ場 プレー収入　　　 （千円） 406,430 97.0

 レストラン収入　 （千円） 134,349 94.6

 商品売上収入　　 （千円） 8,416 83.9

小計　　　（千円） 549,196 96.2

登録料収入　　　　　　　　　　　　（千円） 99,410 106.9

年会費収入　　　　　　　　　　　　（千円） 157,326 99.4

合計　　　（千円） 2,017,579 97.3

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　２．可児ゴルフ場のその他収入（ロッカー専有料）の減少は、利用者の減少に加え、ロッカー利用者の新規募集

をしていないためであります。
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(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。　　　　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 　①重要な会計方針及び見積り

 　　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている企業会計の基準に基づき作成されており

 　ます。また、この財務諸表の作成にあたっては、決算日における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

 　状況に影響を与えるような経営者の見積り及び予測を必要としております。当社は過去の実績値や状況を踏まえ

 　合理的と判断される前提に基づき、見積り及び予測を行っております。

 

 　②当事業年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

 　　ａ．財政状態

 　　（資産の部）

 　　当事業年度末の資産の部合計は、前事業年度末と比較して70,502千円(0.5％)増加し、13,725,376千円とな

 　りました。

 　　流動資産は同105,557千円(10.4％)減少し、908,482千円となりました。この主な要因は、現金及び預金

 　105,943千円減少したことによるものであります。

 　　固定資産は同176,060千円(1.3％)増加し、12,816,894千円となりました。この主な要因は、投資有価証

 　146,332千円及び繰延税金資産44,529千円増加したことによるものであります。

 （負債の部）

 　　当事業年度末の負債の部合計は、前事業年度末と比較して11,010千円(2.7％)減少し、394,243千円となりま

 　した。

 　　流動負債は同12,359千円(4.9％)減少し、238,533千円となりました。この主な要因は、未払法人税等

 　8,101千円及び未払費用4,593千円減少したことによるものであります。

 　　固定負債は同1,349千円(0.8％)増加し、155,709千円となりました。この主な要因は、退職給付引当金4,461

 　千円及び役員退職慰労引当金3,510千円の増加に対し、入会預り保証金6,000千円減少したことによるものであ

 　ります。

 　　（純資産の部）

 　　当事業年度末の純資産の部合計は、前事業年度末と比較して81,512千円(0.6％)増加し、13,331,133千円と

 　なりました。この主な要因は、当期純利益の計上により繰越利益剰余金116,377千円増加したことによるもの

 　であります。

 

 　ｂ．経営成績の分析

 　　「第２ 事業の状況　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況と分析　(1)経営

 　成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況」をご参照下さい。

 

 　ｃ．資本の財源及び資金の流動性についての分析

 　　「第２ 事業の状況　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況と分析　(1)経営

 　成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状況」をご参照下さい。

 

 

EDINET提出書類

株式会社可児ゴルフ倶楽部(E04671)

有価証券報告書

 9/51



４【経営上の重要な契約等】

美濃ゴルフ場の賃借契約

美濃ゴルフ場27ホールの内９ホール分の土地は、久々利生産森林組合が所有するものであり、当社はこれを下記

の条件で賃借し、営業を行っております。

(イ) 契約年月日　　　　昭和58年１月14日

(ロ) 賃借資産の内容　　土地398,430㎡

(ハ) 賃借料　　　　　　月額2,088千円

(ニ) 差入保証金　　　　40,000千円

 

５【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、セグメント別の記載を

省略しております。

 

１【設備投資等の概要】

設備投資につきましては、可児ゴルフ場においては太陽光発電設備新設・志野コース乗用カートマーシャルナビ50

台を導入しました。美濃ゴルフ場においても高圧幹線設備工事を行いました。

これらの設備投資に178,084千円を要しましたが、すべて自己資金をもって充当いたしました。

 

２【主要な設備の状況】

当社は岐阜県内に２ヶ所のゴルフ場を運営しており、主要な設備は以下のとおりであります。

平成31年１月31日現在
 

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額

従業
員数
（人）

建物及び
構築物
（千円）

機械及び装置
及び

車両運搬具
（千円）

コース勘定
(千円)

土地(千円)
(面積㎡)

リース資産
（千円）

その他
（千円）

合計
（千円）

可児ゴルフ場

（岐阜県可児市）

ゴルフ場

（54ホール）
692,013 116,227 2,263,722

3,969,970

(2,781,749)
1,584 89,087 7,132,605

　91

［77］

美濃ゴルフ場

（岐阜県可児市）

ゴルフ場

（27ホール）
264,880 18,225 1,846,119

1,806,736

(946,064)
－ 16,000 3,951,962

　27

［30］

（注）１．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であり、建設仮勘定は含まれておりません。なお、金額

には消費税等は含まれておりません。

２．従業員数の［　］は、臨時従業員数を外書しております。

３．上記のほか主要な賃借資産は次のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容 土地の面積（㎡） 年間賃借料（千円）

美濃ゴルフ場

（岐阜県可児市）
コース用地（９ホール） 398,430 25,061

 

３【設備の新設、除却等の計画】

当社の設備投資については、経営環境を総合的に勘案して策定することとしております。

(1）重要な設備の新設、改修

該当事項はありません。

 

(2）重要な設備の除却等

経常的な設備の更新のための除却を除き、重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000

劣後株式 10,000

計 20,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（平成31年１月31日）
提出日現在発行数（株）
（平成31年４月26日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,430 9,430 非上場
（注）1、2、3、

4、5、6

劣後株式 7,110 7,110 非上場
（注）1、3、4、

5、6

計 16,540 16,540 － －

（注）１．発行済株式は、すべて議決権を有しております。

２．発行済株式のうち、クラブ規約に基づき当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有する株式は普通株式

6,740株であります。

３．当社が、剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または分

配をなし、普通株式１株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等であります。

４．当社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は、取締役会の承認を要します。

５．当社は単元株制度は採用しておりません。

６．会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成22年１月21日

（注）
△11,200 16,540 － 100,000 － 7,799,180

(注）自己株式の消却による減少であります。（普通株式7,310株、劣後株式3,890株）
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（５）【所有者別状況】

①普通株式

平成31年１月31日現在
 

区分

株式の状況

合計
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人その他

個人以外 個人

株主数(人) － 5 2 1,193 － － 5,027 6,227

所有株式数(株) － 7 2 4,352 － － 5,069 9,430

所有株式数の

割合（％）
－ 0.08 0.02 46.15 － － 53.75 100.00

 

②劣後株式

平成31年１月31日現在
 

区分

株式の状況

合計
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人その他

個人以外 個人

株主数(人) － － － 3 － － － 3

所有株式数(株) － － － 7,110 － － － 7,110

所有株式数の

割合(％)
－ － － 100.00 － － － 100.00

 

 

（６）【大株主の状況】
 

  平成31年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社房総カントリークラブ 千葉県長生郡睦沢町妙楽寺字直沢2300番地 2,700 16.32

株式会社笠間ゴルフクラブ 茨城県笠間市池野辺2523番地 2,690 16.26

株式会社明智ゴルフ倶楽部 岐阜県恵那市明智町吉良見字西山980番地の２ 2,490 15.05

一般社団法人有報倶楽部 茨城県笠間市池野辺2523番地 1,930 11.66

北斗株式会社 愛知県小牧市郷西町155番地 15 0.09

白金鍍金工業株式会社 愛知県名古屋市守山区花咲台2丁目1001番地 14 0.08

株式会社鈴木プラスチックス 愛知県名古屋市昭和区御器所３丁目16－８ 12 0.07

株式会社ＬＯＫ 愛知県名古屋市中川区好本町１－11 11 0.06

有限会社ミカミコーポレーション 愛知県春日井市如意申町4丁目20番地3 11 0.06

北斗総業株式会社 愛知県犬山市丸山天白町157－1 10 0.06

株式会社ドリーム・メディカル 愛知県大府市長草町山口58番地４ 10 0.06

計 － 9,893 59.81
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成31年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式  9,430 9,430

議決権については、権

利内容に限定のない当

社における標準となる

株式

劣後株式  7,110 7,110 同上（注）

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 16,540 － －

総株主の議決権 － 16,540 －

（注）　剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または分配をなし、

普通株式１株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等となる株式。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

３【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、クラブの会員でもある株主のみなさまにより良いゴルフ場及びその附

帯施設での快適なプレー環境を提供することにより、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。

そのため、配当は実施せず、利益は内部留保のうえ、所有するゴルフ場及びその附帯施設の将来の整備、改良等に

備える方針であります。

なお、剰余金の配当の決定機関は株主総会であります。

 

４【株価の推移】

当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。
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５【役員の状況】

男性　９名　女性　－名　（役員のうち女性の比率－％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

取締役社長

（代表取締役）
 遠藤　広康 昭和32年２月14日生

 
昭和55年４月 富士カントリー㈱入社

平成11年10月 当社美濃ゴルフ場支配人

平成13年11月 ㈱広島西カントリー倶楽部代表

取締役総支配人に就任

平成16年８月 ㈱富士カントリー明智ゴルフ

倶楽部総務担当部長

平成16年12月 同社監査役に就任

 当社総務部長

平成17年１月 ㈱広島西カントリー倶楽部代表

取締役社長に就任

平成17年４月 当社取締役総務部長に就任

平成19年５月

平成21年４月

平成22年４月

当社取締役総支配人に就任

当社常務取締役総支配人に就任

当社代表取締役社長に就任

(現任)
 

(注)２
普通株式

1

専務取締役

（代表取締役）

管理業務

本部長
後藤　貴紀 昭和34年10月14日生

 
昭和62年４月 富士カントリー㈱入社

平成15年４月 富士カントリー㈱本社

 財経チーム次長

平成16年11月 当社可児ゴルフ場ハウス部門

 次長

平成17年２月 当社財務部長

平成18年４月

平成21年４月

平成22年４月

当社取締役財務部長に就任

当社常務取締役財務部長に就任

当社代表取締役専務管理業務

本部長に就任（現任）
 

(注)２
普通株式

1

常務取締役

富士カントリー

可児クラブ

総支配人兼

可児ゴルフ場

支配人

岩瀬　弘 昭和41年９月26日生

 
平成元年４月 富士カントリー㈱入社

平成15年５月 当社可児ゴルフ場副支配人

平成16年11月 当社美濃ゴルフ場支配人

平成20年４月 当社取締役美濃ゴルフ場支配人

に就任

平成25年５月 当社取締役可児ゴルフ場支配人

に就任

平成26年５月 当社取締役富士カントリー可児

クラブ総支配人兼可児ゴルフ場

支配人に就任

平成28年４月 当社常務取締役富士カントリー

可児クラブ総支配人兼可児ゴル

フ場支配人に就任（現任）
 

(注)２
普通株式

1

取締役 営業部長 安藤　美好 昭和36年９月６日生

 
昭和59年４月 富士カントリー㈱入社

平成４年４月 当社可児ゴルフ場係長

平成11年10月 当社可児ゴルフ場副支配人

平成13年９月 当社美濃ゴルフ場支配人

平成15年４月 当社取締役可児ゴルフ場支配人

に就任

平成25年５月 当社取締役営業部長に就任

（現任）
 

(注)２
普通株式

1

取締役 レストラン部長 長谷川　幸久 昭和34年１月25日生

 
平成元年３月 富士カントリー㈱入社

平成16年４月 同社可児営業所レストラン部門

店長

平成17年１月 当社レストラン部長

平成17年４月 当社取締役レストラン部長に

就任（現任）
 

(注)２
普通株式

1
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

取締役

富士カントリー

可児クラブ

ヘッドキーパー

桃林　秀年 昭和41年３月13日生

 
昭和63年３月 富士カントリー㈱入社

平成17年４月 当社可児ゴルフ場

 ヘッドキーパー兼織部コース

 担当グリーンキーパー

平成18年４月 当社取締役可児ゴルフ場ヘッド

キーパー兼織部コース担当

グリーンキーパーに就任

平成18年11月 当社取締役可児ゴルフ場

 ヘッドキーパーに就任

平成25年12月 当社取締役富士カントリー可児

クラブヘッドキーパーに就任

（現任）
 

(注)２
普通株式

1

取締役
美濃ゴルフ場

支配人
奥谷　元紀 昭和48年７月23日生

 
平成10年３月

平成17年４月

富士カントリー㈱入社

当社可児ゴルフ場志野コース

担当グリーンキーパー

平成23年１月 当社可児ゴルフ場

 フロントマネージャー

平成25年５月 当社美濃ゴルフ場支配人

平成30年４月 当社取締役美濃ゴルフ場

支配人に就任（現任）
 

(注)２
普通株式

1

監査役  山本　三椎彦 昭和34年７月24日生

 
平成３年10月 太田昭和監査法人（現　EY新日

本有限責任監査法人）入所

平成９年４月 公認会計士資格取得

平成10年１月 税理士資格取得

 山本会計事務所所長（現任）

平成26年４月 当社監査役に就任（現任）
 

(注)３
普通株式

1

監査役  竹内　宗治 昭和15年10月３日生

 
昭和38年３月 日本碍子株式会社入社

平成９年６月 同社常務取締役に就任

平成11年４月 明知碍子株式会社　代表取締役

社長に就任

平成16年４月 日本碍子株式会社　顧問

平成29年４月 当社監査役に就任(現任)
 

(注)

４.５

普通株式

1

   計   
普通株式

9

（注）１．監査役山本三椎彦及び竹内宗治は、社外監査役であります。

２．平成30年４月26日より令和２年４月開催の定時株主総会の終結までとなっております。

３．平成28年４月21日より令和２年４月開催の定時株主総会の終結までとなっております。

４．平成29年４月27日より令和２年４月開催の定時株主総会の終結までとなっております。

５．監査役竹内宗治は前任監査役の退任により、その補欠として選任されておりますので、任期は当社定款の規定

により令和２年４月開催の定時株主総会の終結までとなっております。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

（コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方）

当社は、株主を主な会員とするメンバーシップ制のゴルフ場を経営しており、会員の負担により業務運営の健全

性を確保する一方、経営の結果生じた利益はゴルフ場が提供するサービスにより会員に還元されるべきとの基本方

針を掲げております。当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、この基本方針実現を目的と

し、経営の効率性・透明性を確保しつつ社会環境・経営環境の変化に迅速に対応しうる組織体制及び内部統制シス

テムの確立に努めております。なお、会員組織としての任意団体である富士カントリー可児クラブ及びその代表者

で構成している理事会との連携は、運営面で会員の声を経営に反映させる一方で、理事会に対して経営状況等を随

時開示するなど、経営の透明化・適正化に寄与しております。

（コーポレート・ガバナンス体制の状況）

①　会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

ィ．会社の機関の内容

取締役会

当社の取締役は提出日現在７名であります。取締役会は原則毎月１回の開催により、経営上の重要な意思決定

を効率的に行っております。日常的または迅速を要するゴルフ場の運営面の意思決定は、前記の基本方針に基づ

き社長の監督の下、各ゴルフ場支配人が業務を執行する体制が整備されております。

ロ．内部統制システムの整備とリスク管理の状況

当社の内部統制システムといたしましては、平成18年５月23日開催の取締役会で、内部統制システム構築の基

本方針を決議し、コンプライアンス担当取締役、及びリスク管理担当取締役を選任する等、業務の適正を確保す

るために必要な体制整備に努めております。

会計監査人及び法律事務所

当社は会計監査について、会計監査人から監査役及び取締役会が、会社法及び金融商品取引法に基づく会計監

査の報告を受けております。

また、法律事務所と顧問契約を締結し、企業経営及び日常業務に関して法律上のアドバイスを受ける体制を

採っております。

ハ．監査役及び内部監査

当社は監査役制度を採用しており、社外監査役２名を選任しております。各監査役は、取締役会への出席や、

業務及び財務の状況の調査等を通じ、取締役の職務遂行の監査を行っております。監査役の山本三椎彦氏は、公

認会計士資格及び税理士資格を保有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。当社

は、会社法第427条第１項及び定款第34条第２項の規定に基づき、社外監査役２名との間に会社法第423条第１項

の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。なお、当該契約に基づく責任の限度額は、法令が定める額

であります。

また、内部監査につきましては、役員及び従業員の人数が少ないため担当部門はありませんが、業務の相互

チェック機構を通じて不正を防ぐ努力をしております。会計監査人とは、監査計画、監査方針、監査実施状況に

関して定期的に意見交換を行っております。

ニ．会計監査の状況

当社はEY新日本有限責任監査法人との間で、会社法監査と金融商品取引法監査について、監査契約を締結して

おります。当社の会計監査業務を執行した業務執行社員と当社の間には、特別の利害関係はありません。

　業務を執行した公認会計士の氏名、所属する監査法人名及び継続監査年数

公認会計士の氏名等 所属する監査法人名

指定有限責任社員

業務執行社員

大橋　正明 EY新日本有限責任

監査法人松岡　和雄

※　継続監査年数については、両名とも７年以内であるため記載を省略しております。

監査業務に係る補助者の構成

公認会計士　２名

その他　　　７名
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②　役員報酬の内容

当事業年度における当社の取締役及び監査役に対する報酬等の額

取締役　　　　７名　　　56,010千円

社外監査役　　２名 　　　3,000千円

（注）１.取締役報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与等は、含まれておりません。

２.取締役報酬等の額には、役員退職慰労引当金繰入額3,510千円が含まれております。

３.当社と社外監査役２名との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係はありません。

また、社外取締役はおりません。

③　取締役の定数

当社の取締役は９名以内とする旨定款に定めております。

④　取締役の選任決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行い、累積投票によらない旨定款に定めております。

⑤　株主の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

す。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目

的とするものです。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

7,500 － 7,500 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

 

④【監査報酬の決定方針】

該当事項はありませんが、監査日数等を勘案したうえで決定しております。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について
当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（平成30年２月１日から平成31年１月31日

まで）の財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による監査を受けております。

３．連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて
当社は、財務諸表等の適正性を確保するために、専門的情報を有する団体等が主催する研修・セミナー等に積極的

に参加し適正性確保に取り組んでおります。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当事業年度

(平成31年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 823,811 717,868

売掛金 41,745 45,622

有価証券 50,250 50,035

商品 4,064 5,062

原材料及び貯蔵品 40,731 39,823

前払費用 14,763 13,000

繰延税金資産 36,516 35,014

その他 4,763 4,698

貸倒引当金 △2,606 △2,643

流動資産合計 1,014,039 908,482

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,890,532 3,912,593

減価償却累計額 △3,333,794 △3,368,448

建物（純額） 556,738 544,145

構築物 4,300,619 4,298,852

減価償却累計額 △3,876,367 △3,886,102

構築物（純額） 424,251 412,749

機械及び装置 259,283 322,401

減価償却累計額 △230,259 △249,695

機械及び装置（純額） 29,023 72,706

車両運搬具 434,629 461,087

減価償却累計額 △334,105 △399,341

車両運搬具（純額） 100,523 61,745

工具、器具及び備品 527,137 534,570

減価償却累計額 △422,251 △429,481

工具、器具及び備品（純額） 104,886 105,088

コース勘定 4,109,176 4,109,842

土地 5,772,766 5,776,706

リース資産 3,456 3,456

減価償却累計額 △1,296 △1,872

リース資産（純額） 2,160 1,584

建設仮勘定 324 －

有形固定資産合計 11,099,849 11,084,568
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当事業年度

(平成31年１月31日)

無形固定資産   

ソフトウエア 17,176 11,624

電話加入権 3,632 3,632

無形固定資産合計 20,808 15,256

投資その他の資産   

投資有価証券 1,420,600 1,566,933

出資金 13,899 13,899

長期滞留債権 17,858 18,084

長期前払費用 142 1,968

繰延税金資産 5,921 50,450

その他 72,961 77,166

貸倒引当金 △11,208 △11,433

投資その他の資産合計 1,520,176 1,717,069

固定資産合計 12,640,833 12,816,894

資産合計 13,654,873 13,725,376

負債の部   

流動負債   

買掛金 14,141 13,599

リース債務 622 622

未払金 73,101 75,496

未払費用 125,755 121,161

未払法人税等 13,198 5,096

前受金 790 2,046

預り金 11,884 8,871

賞与引当金 11,400 11,640

流動負債合計 250,893 238,533

固定負債   

リース債務 1,710 1,088

退職給付引当金 69,939 74,400

役員退職慰労引当金 58,710 62,220

入会預り保証金 24,000 18,000

固定負債合計 154,359 155,709

負債合計 405,253 394,243
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成30年１月31日)
当事業年度

(平成31年１月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 7,799,180 7,799,180

その他資本剰余金 3,511,558 3,511,558

資本剰余金合計 11,310,738 11,310,738

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,856,319 1,972,696

利益剰余金合計 1,856,319 1,972,696

株主資本合計 13,267,058 13,383,435

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △17,438 △52,302

評価・換算差額等合計 △17,438 △52,302

純資産合計 13,249,620 13,331,133

負債純資産合計 13,654,873 13,725,376
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②【損益計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成29年２月１日
　至　平成30年１月31日)

当事業年度
(自　平成30年２月１日
　至　平成31年１月31日)

売上高   

プレー収入 1,347,338 1,313,081

レストラン売上 435,427 412,516

登録料収入 92,950 99,410

年会費収入 158,162 157,326

商品売上収入 38,284 35,095

その他の収入 270 150

売上高合計 2,072,433 2,017,579

売上原価   

商品売上原価   

商品期首たな卸高 3,598 4,064

当期商品仕入高 29,045 28,147

合計 32,643 32,211

商品期末たな卸高 4,064 5,062

商品売上原価 28,578 27,149

原材料費   

原材料期首たな卸高 6,816 6,903

当期原材料仕入高 159,544 151,980

合計 166,361 158,883

原材料期末たな卸高 6,903 6,588

原材料費合計 159,458 152,294

給料及び手当 531,446 506,328

賞与引当金繰入額 7,589 7,411

退職給付費用 8,706 8,856

福利厚生費 84,596 76,876

コース維持費 345,017 342,690

競技費 6,732 7,652

修繕費 52,907 56,189

消耗品費 43,902 46,825

燃料費 40,890 44,339

電力費 43,400 44,631

通信費 9,668 9,605

租税公課 94,314 89,752

保険料 8,139 8,722

減価償却費 178,334 191,609

賃借料 28,047 27,985

雑費 119,011 119,577

売上原価合計 1,790,740 1,768,501

売上総利益 281,692 249,078
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成29年２月１日
　至　平成30年１月31日)

当事業年度
(自　平成30年２月１日
　至　平成31年１月31日)

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 73,081 79,921

賞与引当金繰入額 390 588

退職給付費用 431 397

役員退職慰労引当金繰入額 3,300 3,510

福利厚生費 9,667 10,289

広告宣伝費 38,687 39,715

事務用消耗品費 5,090 4,383

交際費 4,323 4,162

会議費 1,680 1,765

租税公課 99 143

保険料 16,290 17,049

賃借料 2,640 3,583

減価償却費 4,027 3,514

諸手数料 32,858 32,312

寄付金 166 110

組合費 3,143 2,950

貸倒引当金繰入額 3,487 3,333

雑費 58 32

販売費及び一般管理費合計 199,424 207,764

営業利益 82,268 41,313

営業外収益   

受取利息 63 42

有価証券利息 27,729 31,884

受取配当金 585 770

地役権設定料 26,943 －

受取保険金 7,046 12,173

その他 15,054 17,189

営業外収益合計 77,423 62,061

経常利益 159,691 103,375

特別利益   

固定資産売却益 ※１ 1,579 －

投資有価証券売却益 1,695 843

入会預り保証金償還益 1,611 －

特別利益合計 4,886 843

特別損失   

固定資産売却損 ※２ 7 －

固定資産除却損 ※３ 1,010 ※３ 3,683

特別損失合計 1,018 3,683

税引前当期純利益 163,559 100,534

法人税、住民税及び事業税 37,200 26,550

法人税等調整額 3,843 △42,392

法人税等合計 41,043 △15,842

当期純利益 122,516 116,377
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成29年２月１日　至　平成30年１月31日）

       (単位：千円)

 株主資本
評価・換算
差額等

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証
券評価差額金

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

 
繰越利益
剰余金

当期首残高 100,000 7,799,180 3,511,558 11,310,738 1,733,802 13,144,541 △19,139 13,125,401

当期変動額         

当期純利益     122,516 122,516  122,516

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

      1,701 1,701

当期変動額合計 － － － － 122,516 122,516 1,701 124,218

当期末残高 100,000 7,799,180 3,511,558 11,310,738 1,856,319 13,267,058 △17,438 13,249,620

 

当事業年度（自　平成30年２月１日　至　平成31年１月31日）

       (単位：千円)

 株主資本
評価・換算
差額等

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証
券評価差額金

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

 
繰越利益
剰余金

当期首残高 100,000 7,799,180 3,511,558 11,310,738 1,856,319 13,267,058 △17,438 13,249,620

当期変動額         

当期純利益     116,377 116,377  116,377

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

      △34,864 △34,864

当期変動額合計 － － － － 116,377 116,377 △34,864 81,512

当期末残高 100,000 7,799,180 3,511,558 11,310,738 1,972,696 13,383,435 △52,302 13,331,133
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④【キャッシュ・フロー計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成29年２月１日
　至　平成30年１月31日)

当事業年度
(自　平成30年２月１日
　至　平成31年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 163,559 100,534

減価償却費 174,985 188,781

無形固定資産償却費 7,354 6,152

長期前払費用償却額 22 190

貸倒引当金の増減額（△は減少） 559 261

賞与引当金の増減額（△は減少） 900 240

環境対策引当金の増減額（△は減少） △7,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,172 4,461

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,300 3,510

受取利息及び受取配当金 △649 △813

有価証券利息 △27,729 △31,884

入会預り保証金償還益 △1,611 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,695 △843

有形固定資産売却損益（△は益） △1,572 －

有形固定資産除却損 1,010 3,683

売上債権の増減額（△は増加） △1,883 △4,103

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,321 △89

その他の資産の増減額（△は増加） 8,707 △144

仕入債務の増減額（△は減少） 1,232 △541

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,442 7,164

その他の負債の増減額（△は減少） 7,295 △6,984

小計 321,837 269,576

利息及び配当金の受取額 27,943 29,576

法人税等の支払額 △28,152 △29,346

営業活動によるキャッシュ・フロー 321,628 269,806

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △420,000 △320,000

定期預金の払戻による収入 420,000 420,000

有形固定資産の取得による支出 △231,547 △182,096

有形固定資産の売却による収入 880 516

無形固定資産の取得による支出 △1,007 △601

投資有価証券の取得による支出 △825,460 △572,215

投資有価証券の売却による収入 109,424 1,860

投資有価証券の償還による収入 589,000 387,600

保険積立金の積立による支出 △4,190 △4,190

投資活動によるキャッシュ・フロー △362,901 △269,127

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △622 △622

入会預り保証金の返済による支出 △1,388 △6,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,010 △6,622

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,283 △5,943

現金及び現金同等物の期首残高 647,095 603,811

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 603,811 ※ 597,868
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品・原材料・貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

①　定率法を採用しております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しておりま

す。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　15～50年

構築物　　10～50年

②　少額減価償却資産

取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年均等償却によっております。

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

(3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(4）長期前払費用

均等償却によっております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えるため、当事業年度に帰属する支給見込額を計上しております。

(3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額（簡便法）に基づき、

当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期投資からなっております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の処理方法

税抜方式によっております。
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（表示方法の変更）

　　（損益計算書）

　前事業年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取保険金」は、営業外収益の100分の

10を超えたため、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事

業年度の財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた22,101千円は、

「受取保険金」7,046千円、「その他」15,054千円として組替えております。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。
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（貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

（損益計算書関係）

※１．固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

前事業年度
（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

機械及び装置

車両運搬具

699千円

　　　　　880

 

 

－千円

 　　　　　－

計 　　　　1,579   　　　　　－

 

 

※２．固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

前事業年度
（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

土地 7千円  －千円

 

※３．固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

前事業年度
（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

建物附属設備 125千円  0千円

構築物 257  661

機械及び装置 12  554

車両運搬具 0  －

工具、器具及び備品 614  2,467

計 1,010  3,683
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成29年２月１日　至　平成30年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度
期首株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 9,430 － － 9,430

劣後株式 7,110 － － 7,110

合計 16,540 － － 16,540

 

２．自己株式の種類及び総数に関する事項

該当事項はありません。

 

３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成30年２月１日　至　平成31年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度
期首株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

普通株式 9,430 － － 9,430

劣後株式 7,110 － － 7,110

合計 16,540 － － 16,540

 

２．自己株式の種類及び総数に関する事項

該当事項はありません。

 

３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

現金及び預金勘定 823,811千円 717,868千円

有価証券勘定 50,250 50,035

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △220,000 △120,000

償還期間が３ヶ月を超える債券等 △50,250 △50,035

現金及び現金同等物 603,811 597,868

 

 

（リース取引関係）

（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

厨房機器

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「３．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

２．オペレーティング・リース取引

オぺレーティング・リース取引は重要性が乏しいので記載は省略しております。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

資金をリスクの僅少な預金及び一定以上の格付けをもつ安全性の高い金融資産で運用しており、投機的

な取引は行わない方針であります。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、主として会員の年会費及びクレジット会社への債権であります。これらの債

権は一般的な回収リスクを有しておりますが、未収年会費に関してはクラブ規約等に従った回収努力を行

うことにより、また未収クレジットに関しては大手クレジット会社との取引を行うことによりリスクの軽

減を図っております。

営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であり、これらは流動性リス

クを有しておりますが、当社では月次資金繰計画表を作成し、管理体制を構築しております。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

未収クレジットの信用リスクは大手クレジット会社との取引を行うことにより、軽減を図っておりま

す。

②　市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

当社は、借入金がないため支払金利の変動リスクはありません。また、運用を行っている金融商品につ

いては、固定金利又は変動リスクの僅少なものを選択することによって市場リスクの軽減を図っておりま

す。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

財務部門が、月次資金繰計画表を作成し、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しておりま

す。

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

 

前事業年度（平成30年１月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 823,811 823,811 －

(2）有価証券及び投資有価証券 1,347,621 1,347,621 －

資産計 2,171,433 2,171,433 －

 

当事業年度（平成31年１月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 717,868 717,868 －

(2）有価証券及び投資有価証券 1,493,739 1,493,739 －

資産計 2,211,607 2,211,607 －

 

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1）現金及び預金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2）有価証券及び投資有価証券

これらの時価については、債券は証券会社から提示された価格によっており、投資信託は取引金融機関か

ら提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項

「有価証券関係」をご参照下さい。

 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分
前事業年度

（平成30年１月31日）
当事業年度

（平成31年１月31日）

非上場株式 123,229 123,229

非上場株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握

することが極めて困難と認められるものであるため、「(2）有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。
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３．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成30年１月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 823,811 － － －

有価証券及び投資有価証券     

その他有価証券のうち満期があるもの     

（1）債券 50,000 725,000 150,000 100,000

（2）その他 － 200,160 131,000 －

合計 873,811 925,160 281,000 100,000

 

当事業年度（平成31年１月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 717,868 － － －

有価証券及び投資有価証券     

その他有価証券のうち満期があるもの     

（1）債券 50,000 845,000 250,000 100,000

（2）その他 － 293,560 － －

合計 767,868 1,138,560 250,000 100,000
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前事業年度（平成30年１月31日）

 種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 － － －

(2）債券 365,440 363,172 2,267

(3）その他 － － －

小計 365,440 363,172 2,267

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 － － －

(2）債券 651,035 669,962 △18,926

(3）その他 331,145 331,160 △14

小計 982,181 1,001,122 △18,941

合計 1,347,621 1,364,295 △16,673

（注）　非上場株式（貸借対照表計上額123,229千円）については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを

見積ることなどができず時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」

には含めておりません。

 

当事業年度（平成31年１月31日）

 種類
貸借対照表計上額

（千円）
取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 － － －

(2）債券 112,560 112,214 346

(3）その他 50,035 50,000 35

小計 162,595 162,214 381

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 1,074 1,200 △125

(2）債券 1,036,655 1,088,938 △52,283

(3）その他 293,414 293,560 △146

小計 1,331,143 1,383,698 △52,555

合計 1,493,739 1,545,913 △52,173

（注）　非上場株式（貸借対照表計上額123,229千円）については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを

見積ることなどができず時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」

には含めておりません。
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２．売却したその他有価証券

前事業年度（自　平成29年２月１日　至　平成30年１月31日）

種類 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

(1）株式 906 446 －

(2）債券 108,518 1,249 －

(3）その他 － － －

合計 109,424 1,695 －

 

当事業年度（自　平成30年２月１日　至　平成31年１月31日）

種類 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

(1）株式 1,860 843 －

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,860 843 －

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１.　採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として、総合職及び一般職の従業員の退職金並びにキャディ及び専任職の従業員の

退職金に対し、退職一時金制度を設けております。当社が有する退職一時金制度は簡便法により、退職給付引当

金及び退職給付費用を計算しております。

 

２.　確定給付制度

（1）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

  

前事業年度

（自　平成29年２月１日

至　平成30年１月31日）

当事業年度

（自　平成30年２月１日

至　平成31年１月31日）

 退職給付引当金の期首残高 62,766千円 69,939千円

 退職給付費用 9,137 9,254

 退職給付の支払額 △1,965 △4,793

 退職給付引当金の期末残高 69,939 74,400

 

（2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

  
前事業年度

(平成30年１月31日）

当事業年度

(平成31年１月31日）

 非積立制度の退職給付債務 69,939千円 74,400千円

 貸借対照表に計上された負債の金額 69,939 74,400

 
退職給付引当金 69,939 74,400

 貸借対照表に計上された負債の金額 69,939 74,400

 

（3）退職給付費用

 簡便法で計算した退職給付費用 前事業年度　　9,137千円 当事業年度　　9,254千円

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成30年１月31日）
 

当事業年度
（平成31年１月31日）

繰延税金資産    

未払事業税等 1,322千円 847千円

賞与引当金 3,864  3,922

未払固定資産税 30,774  29,718

退職給付引当金 23,569  25,072

役員退職慰労引当金 19,785  20,968

減損損失 4,631,082  4,618,804

その他 7,872  8,559

繰延税金資産小計 4,718,271  4,707,894

評価性引当額 △4,670,689  △4,617,919

繰延税金資産合計 47,582  89,974

繰延税金負債    

コース勘定 △4,381  △4,381

その他有価証券評価差額金 △764  △128

繰延税金負債合計 △5,145  △4,509

繰延税金資産の純額 42,437  85,465

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成30年１月31日）
 

当事業年度
（平成31年１月31日）

法定実効税率 33.9％  33.7％

（調整）    

受取配当金等の益金不算入項目

住民税均等割

△5.6

2.4
 

－

3.9

評価性引当額の減少 △6.4  △52.5

中小法人軽減税額 △0.7  △1.1

その他 1.5  0.3

税効果会計適用後の法人税等の負担率 25.1  △15.7
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（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

当社の外部顧客への売上高は全て本邦に置けるもののみであるため、該当事項はありません。

 

(2）有形固定資産

当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しているため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

しております。

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

１株当たり純資産額 1,375,420.71円 1,383,882.41円

１株当たり当期純利益金額 12,718.26円 12,080.90円

 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成29年２月１日
至　平成30年１月31日）

当事業年度
（自　平成30年２月１日
至　平成31年１月31日）

当期純利益金額（千円） 122,516 116,377

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円) 122,516 116,377

期中平均株式数（株）   

普通株式 9,430 9,430

劣後株式(普通株式換算後) 203 203

計 9,633 9,633

なお、当社が剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または分配を

なし、普通株式１株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

投資有価証券
その他

有価証券

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（千円）

株式会社ケーブルテレビ可児 100 5,000

株式会社房総カントリークラブ 1,730 51,828

株式会社笠間ゴルフクラブ 1,730 29,307

株式会社明智ゴルフ倶楽部 180,000 0

第１回トヨタ自動車 ＡＡ型式 3,500 37,093

ソフトバンク 800 1,074

計 187,860 124,303
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【債券】

有価証券
その他

有価証券

銘柄
券面総額
（千円）

貸借対照表計上額
（千円）

ノムラヨーロッパファイナンス

エヌブイ　50482
50,000 50,035

小計 50,000 50,035

投資有価証券
その他

有価証券

三菱UFJ信託銀行　第67回円建信託

社債
100,000 96,290

第21回大和証券グループ本社

無担保社債
10,000 10,034

BNPパリバイタリア共和国CLN 100,000 99,450

ジェイテクトEB 100,000 98,290

UBS.LONDON　株価指数リンク債 20,000 19,106

ダイワ15882FRフロート 50,000 48,220

三菱UFJ証券ホールディングス

セイコーEB
50,000 44,520

第２回ソフトバンクグループ

無担保社債
100,000 102,526

第48回ソフトバンクグループ社債 100,000 101,280

ドイツ復興金融公庫日経平均連動

円建債
15,000 13,144

ゴールドマン・サックス・ユーロ円

エクイティリンク債
100,000 85,630

ノムラヨーロッパファイナンス

エヌブイ　57326
100,000 99,060

ノムラヨーロッパファイナンス

エヌブイ　56266
100,000 94,490

カイリミテッド70020 50,000 48,585

ノムラヨーロッパファイナンス

エヌブイ　53650
100,000 89,950

シルフリミテッドシリーズ　50305 50,000 49,950

シルフリミテッドシリーズ　50150 50,000 48,690

小計 1,195,000 1,149,215

計 1,245,000 1,199,250
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【その他】

投資有価証券
その他

有価証券

種類及び銘柄 投資口数等（千口）
貸借対照表計上額

（千円）

（合同運用指定金銭信託）   

ＯＫＢファンド 10,000 10,000

（投資事業有限責任組合契約）   

MMF5投資事業有限責任組合出資金 83,400 83,400

MMF2投資事業有限責任組合出資金 100,000 100,000

MMF4投資事業有限責任組合出資金 90,160 90,160

（投資信託受益証券）   

メジャーボンド 10,000 9,853

計 293,560 293,414
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
（千円）

当期償却額
（千円）

差引当期末
残高(千円)

有形固定資産        

建物 3,890,532 25,092 3,030 3,912,593 3,368,448 37,685 544,145

構築物 4,300,619 31,906 33,673 4,298,852 3,886,102 42,747 412,749

機械及び装置 259,283 65,767 2,648 322,401 249,695 21,529 72,706

車両運搬具 434,629 26,558 100 461,087 399,341 65,336 61,745

工具、器具及び備品 527,137 23,877 16,444 534,570 429,481 20,907 105,088

コース勘定 4,109,176 665 － 4,109,842 － － 4,109,842

土地 5,772,766 3,940 － 5,776,706 － － 5,776,706

リース資産 3,456 － － 3,456 1,872 576 1,584

建設仮勘定 324 72,904 73,228 － － － －

有形固定資産計 19,297,923 250,712 129,126 19,419,509 8,334,941 188,781 11,084,568

無形固定資産        

ソフトウエア 50,594 601 － 51,195 39,570 6,152 11,624

電話加入権 3,632 － － 3,632 － － 3,632

無形固定資産計 54,226 601 － 54,827 39,570 6,152 15,256

長期前払費用 400 2,016 － 2,416 447 190 1,968
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【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

リース債務の金額が、負債及び純資産の合計金額の100分の１以下であるため、財務諸表等規則第125条の

規定により記載を省略しております。

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金 13,815 14,077 3,816 9,999 14,077

賞与引当金 11,400 11,640 11,400 － 11,640

役員退職慰労引当金 58,710 3,510 － － 62,220

（注）　貸倒引当金の「当期減少額（その他）」は、洗替による戻入額であります。

 

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　資産の部

ａ．現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 9,408

預金  

普通預金 588,459

定期預金 120,000

小計 708,459

合計 717,868

 

ｂ．売掛金

イ．相手先別内訳

相手先 金額（千円）

株式会社名古屋カード 9,753

株式会社十六カード 7,693

三菱ＵＦＪニコス株式会社 6,174

三井住友カード株式会社 4,803

楽天カード株式会社 3,948

その他 13,249

合計 45,622

 

ロ．売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

当期末残高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)

 
(C)

×100
(A) ＋ (B)

 

 
 (A) ＋ (D) 

 ２  

 (B)  

 365  
 

41,745 1,609,720 1,605,843 45,622 97.2 9.9

（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。
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ｃ．商品

品目 金額（千円）

商品

プロショップ商品

 

5,062

合計 5,062

 

ｄ．原材料及び貯蔵品

品目 金額（千円）

原材料

レストラン食材

 

6,588

小計 6,588

貯蔵品

消耗品

 

33,234

小計 33,234

合計 39,823

 

 

②　負債の部

ａ．買掛金

相手先 金額（千円）

株式会社ナカヤマ 2,453

有限会社マルハチ 1,701

藤桂京伊株式会社 1,194

株式会社アイショウ 1,068

株式会社たからじま 850

その他 6,330

合計 13,599

 

（３）【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ２月１日から１月31日まで

定時株主総会 ４月中

基準日 １月31日

株券の種類 １株券・100株券・1,000株券及び100株未満の株数を表示した株券

剰余金の配当の基準日 １月31日

１単元の株式数 該当事項なし

株式の名義書換え  

取扱場所 日本証券代行㈱　本店

株主名簿管理人 日本証券代行㈱

取次所 日本証券代行㈱　支店

名義書換手数料 取締役会で定める

新株交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項なし

株主名簿管理人 該当事項なし

取次所 該当事項なし

買取手数料 該当事項なし

公告掲載方法

電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子

公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行

う。

公告掲載URL：　http://www.kani-club.jp

株主に対する特典

当会社の発行する株式のうち、株券に「クラブ規約に基づき当会社の経営

するゴルフ場の会員となる資格を有する」旨の記載のある株式１株以上を

所有する株主は、クラブ規約に基づき当会社の経営するゴルフ場の会員と

なる資格を有する。

（注）　当社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は、取締役会の承認を受けなければなりません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

 

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第45期）（自　平成29年２月１日　至　平成30年１月31日）　平成30年４月27日東海財務局長に

提出。

(2）半期報告書

（第46期中）（自　平成30年２月１日　至　平成30年７月31日）　平成30年10月26日東海財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

  平成31年４月25日

株式会社可児ゴルフ倶楽部  

 取　締　役　会　 御　中  

 

 EY新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大橋　正明　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松岡　和雄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社可児ゴルフ倶楽部の平成30年２月１日から平成31年１月31日までの第46期事業年度の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属

明細表について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

可児ゴルフ倶楽部の平成31年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれておりません。
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